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 京北に伝わる郷土料理「朴葉ごはん」。朴の

木は高さ３０メートルにもなる大きな木で、その葉に

は殺菌・防腐効果があります。京北では昔から、

その特性を活かし、豆ごはんなどを葉にくるんで、

農作業のお供として親しんできたそうです。 

朴の葉を開くと、葉から移った香りがふわっと漂

います。子どもたちも葉に鼻を近づけ、「いいにお

いする」と香りを感じたり、「おうちのやつはまめが

はいってたで」と教えてくれる子もいました。長く親

しまれてきた京北の味・昔の人の知恵を、保育所

での食を通して伝えていけたらと思います。 
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つなぐ つながる 地域と食育 

今年も上桂川漁業協同組合の

皆様のご厚意により、鮎の稚魚放

流体験をさせていただきました。京

北の川から始まる稚魚たちの大冒

険に、子どもたちも胸がわくわく。

「あ、およいでいったー」とその行

き先を見つめていました。 

人と人とのつながりを大切にしてきた京北地域。保育所と地域も子どもを真ん中に、ゆるやかにあたたかくつなが

りあっています。「子どもたちのために」といつも支えてくださる皆様に感謝の気持ちを忘れずにいたいと思います。 

 八百一さんからお声かけ

いただき、いちごの収穫を楽

しみました。かごいっぱいの

完熟いちごからは甘い香り

がふわ～ん。いちごゼリーに

いちごクレープ、いちご飴。

おやつはいちご祭りです。 


